
Ｑ１． Ｑ２． Ｑ３．
（愛顔あふれる愛媛づくりのためには、県民の皆
さんが、日々幸せに暮らせることが大切だと思い
ます。）
　あなたにとって、“幸せな暮らし”とは、ど
のようなものでしょうか？

　その幸せな暮らしのために、こんな愛媛で
あって欲しいと思うことをご自由に記入してく
ださい。

　あなたが希望する愛媛に近づけるために、取
り組まなければならないと思うことを教えてく
ださい。

みなさんから頂いた「みんなでかなえる愛媛の未来！」

御意見
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　世界で一番幸せな国はデンマークのよう
だ。デンマークの消費税は25％と世界一高
い。また同国の「国民負担率」も71.7％とこ
れもOECD加盟国中最高だ。それにも拘ら
ず、デンマークの国民は自国を世界一幸せな
国と思っている。

　幸せな国作り、幸せな街作りは３つ位に要
約出来ると思う。
　先ず一つ目は、政治のあり方。行政は公民
に信頼される政治をしなければならない。国
民、住民のための政治をしてこそ、国民は安
心して生活が出来ると言うものだ。
　二つ目は、礼儀を重んずると言うこと。
　昨今の道徳は乱れている。人間と言うも
の、遠慮・謙虚と言うことが大切だ。
　愛媛は教育県と言われている。その名に恥
じない人間を育てよう。
　三点目は、他人に優しい街作りをすると言
うこと。何事も相手の立場に立って考える、
「思いやり」と言うことだ。
　特に、お年寄りに優しい街作りに心掛ける
べきと思う。今若くても何れはお年寄りにな
るのだ。お年寄りを労わろう。

　これらのことは、一にかかって教育にある
と思う。厳しい教育こそが、幸せな国作り、
街作りの基だと思う。
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高齢者が暮らしやすい街 地元公共交通機関の充実
・マイカー通勤の禁止(公務員)
・マイカー通勤者の市民税の増税(地区を限定)
・コンパクトシティー化
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・健康である。
・精神的な“ゆとり”がある。
・困ったときには、お互いが助け合える。

・社会的弱者へのサポートが充実している。
（行政の施策、県民１人ひとりの意識によっ
て）

・学校教育、家庭教育の充実（“道徳的な教
え”を重視する風潮を高める）
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家族、友達、自分をとりまく社会の人が元気
で明るくすごせる暮らし

・ 豊かな愛媛
・ 自然あふれる愛媛
・ 観光資源をいかす愛媛
・ 食をいかす愛媛
・ 治安のいい愛媛
・ 教育のすすんだ愛媛

・ 行政改革（コスト削減、無駄な税金削減）
・ 観光資源、食文化の情報発信（県外、アジ
ア）

　御協力、ありがとうございます。
　いただきました御意見は、平成23年度中に策定する「新しい長期計画」で示す将来ビジョンやその実現に向けた取組みの方向性検討に活用させて
いただきます。
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　おいしい地の食べ物が食べられて、空気が
きれいな散歩しやすい暮らし

　小さな子供も、愛媛の特産物や郷土の味を
理解しているまち。
　また、歩行者だけでなく自転車にも乗りや
すいまちであってほしい。

　給食と地元農業の連携。果物や野菜を学校
に届け、「愛媛産の愛ある給食」のようなも
のがほしい。
　スーパーの地産地消コーナーの充実。
　また、語り合える広い歩道や自転車専用道
路（平和通り）の普及。
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　生きている喜びを実感できる暮らし 　知事のリーダーシップで、県民一人一人が
創意工夫（考える）、改善努力することを美
徳とする文化・風土の醸成

　身の廻りの課題、地域政策課題を社会起業
家精神（ソーシャル・ベンチャー）で解決す
る方策を試行。
　県民一人一人がアイディアを出し課題解決
の実現に参加・協力する仕組みと仕掛けづく
り
　インターネットなど情報メディアをフル活
用

22

　見知らぬ人と会っても穏やかな気持ちにな
るような雰囲気漂う町に住むことが幸せな暮
らしだと思います。テレビやインターネッ
ト、携帯サイト等からメディア発信が増え、
結果個人の判断にゆだねられることが多くな
り、便利になった反面、何が正しいのか、何
を受け入れるべきなのか判断に苦しむように
なったのも事実だと思います。いま、目に映
る身近な光景が確かなものとして確信できる
感性かが持てれば幸せな暮らしに繋がると思
います。（自分の感性が受け入れられるこ
と）

　自分の町が誇れること。観光客に「ここの
特産は何？」「どこかいいところあります
か？」と聞かれたときに、地元の誰もがすん
なり応えられたら（ああ、この町の人達は土
着意識が強いんだな）と感じると思います。
参考までに日本は江戸時代が長く続いたせい
か、この時代の文化は結構今も根付いていま
す。年越しそば・打ち上げ花火・土用の丑の
日・歌舞伎等々…。ここら当たりから紐解い
てみんなに受け入れられる行事の伝承をして
みることが良いかと思います。今から始める
ことでもいいと思います。

①歩行者専用道路の道幅を広くする事。私の
住んでいる町の路側帯の狭いこと！そしてが
たがた。これでお年寄り・子供が安心して歩
けるのでしょうか。車は左により過ぎてバイ
クの人は通行に危険を感じる、結果互いに無
謀な運転をしてしまう…。道は大切な生活
ツールです。本来あるべき道幅をよく考え、
道路区分をして欲しいと思います。
②バス停の変更。住宅事情はだいぶ変わって
います。しかし何十年も変わらないバス停。
今一度見直しが必要では。
③お遍路さんが行き交う県として、適所に足
湯を設置できたら…。足は大切な移動手段、
ゆったり・まったりと出来るところ、みんな
が集える場所が沢山あれば…と思います。

　御協力、ありがとうございます。
　いただきました御意見は、平成23年度中に策定する「新しい長期計画」で示す将来ビジョンやその実現に向けた取組みの方向性検討に活用させて
いただきます。



Ｑ１． Ｑ２． Ｑ３．
（愛顔あふれる愛媛づくりのためには、県民の皆
さんが、日々幸せに暮らせることが大切だと思い
ます。）
　あなたにとって、“幸せな暮らし”とは、ど
のようなものでしょうか？

　その幸せな暮らしのために、こんな愛媛で
あって欲しいと思うことをご自由に記入してく
ださい。

　あなたが希望する愛媛に近づけるために、取
り組まなければならないと思うことを教えてく
ださい。

みなさんから頂いた「みんなでかなえる愛媛の未来！」

御意見

23

・県民ひとりひとりがイキイキと暮らせるま
ち
・毎日ワクワクするような暮らしができるま
ち

・県外の人から「愛媛は素晴らしい場所」と
言われるようにしたい。
・市民マラソンをもっと積極的に開催して、
元気なまちにしたい
・演劇等の芸術分野にも力を入れてほしい

・県民である私達がもっとこんな愛媛にした
いと積極的に発信すること
・日頃から常にアンテナを張って、様々な情
報を手に入れること
・市民ランナーを増やして、まちを活気づけ
ること。
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　将来の生活が不安でなく、心から「今」を
楽しみ、頑張れる暮らし

　１人１人がみんなの為に気軽に手助けでき
る地域
　そのシステムが整っていると良いと思う。

　だれでも、気軽に、というのが、大事だと
思うけれど、最初の一歩はなかなか踏み出せ
ないので、そのきっかけづくり
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　年金や医療等の不安がなく、子供とお年寄
りが調和して暮らせる社会

　安心して子供が産めて育てられる環境
　暖かいつながりのある街

　グローバル化に対応した高い教育を平等に
提供する
　両親との同居または近隣での居住を促進す
ることによって、出生率の向上、老人に生き
がいを与える
　企業誘致と起業家の育成（職場の確保）
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　身近な場所で、男女や世代関係なく、気軽
に人々が集まり、楽しみながら文化に触れ、
共に育てていくこと。

　休日になると、子供からお年寄りまで世代
を越えて人が集まり、地元の球団である愛媛
FCやMPの応援を行い、皆で一つになり、愛
媛で生まれたことを、または愛媛で暮らして
いることを誇りに思えるようになりたい。

　中高生やお年寄りでも気軽にスポーツを観
戦出来るよう、坊っちゃんスタジアムのよう
に最低でも電車で行くことが出来る場所に、
球技場（スタジアム）を建設する。
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　家族を大切にし、かつ自分も自分らしく活
躍できる暮らし。
　両親が安心して老後を過ごせる事。

　子を持つ家庭の主婦が、就労しやすい条件
の職業につけるような環境が整えられるこ
と。
　子供を産み育てやすい社会保障の整備。
　男性の育児休業取得率の向上。

　子育てに理解のある企業の育成。
　父親の学校行事への積極的参加の奨励。
　しばらく会社から遠ざかった主婦が再び就
労するために必要な知識の再教育。

　御協力、ありがとうございます。
　いただきました御意見は、平成23年度中に策定する「新しい長期計画」で示す将来ビジョンやその実現に向けた取組みの方向性検討に活用させて
いただきます。


